








 

研究目的 

 Rh 不適合と早産との関係は古くから論じられ賛否両論があるが,われわれは

過去に流産との関係は否定的結果を得たが,早産とは統計的に有意差があるこ

とを報告している。そこで今回はその後の症例を加えて統計的観察を行い,その

実態を明らかにし,Rh不適合を早産の1因子として考え,羊水中ビリルビン様物

質や抗体価の他に胎児臓器機能を表す羊水中の各種 parameter や蛋白成分の分

画値との関連性について検討を試みた。 


